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【昨日の市況概要】 公示仲値 111.52

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 111.46 1.1587 129.16 1.2858 0.7185
SYD-NY High 111.76 1.1640 129.97 1.2983 0.7219
SYD-NY Low 111.40 1.1543 128.65 1.2787 0.7145
NY 5:00 PM 111.54 1.1630 129.72 1.2908 0.7195

NY DOW 25,974.99 22.51 日本2年債 -0.1200 0.00bp        
NASDAQ 7,995.17 ▲ 96.07 日本10年債 0.1100 0.00bp        

S&P 2,888.60 ▲ 8.12 米国2年債 2.6513 0.00bp        
日経平均 22,580.83 ▲ 116.07 米国5年債 2.7694 ▲0.34bp     
TOPIX 1,704.96 ▲ 13.28 米国10年債 2.9031 0.55bp        

ｼｶｺﾞ日経先物 22,530.00 ▲ 185.00 独10年債 0.3780 2.20bp        
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,383.28 ▲ 74.58 英10年債 1.4420 1.45bp        

DAX 12,040.46 ▲169.75 豪10年債 2.5675 6.60bp        
ﾊﾝｾﾝ指数 27,243.85 ▲729.49 USDJPY 1M Vol 6.65 ▲0.17%
上海総合 2,704.34 ▲ 46.24 USDJPY 3M Vol 7.20 ▲0.12% 　

NY金 1,201.30 2.20 USDJPY 6M Vol 7.65 ▲0.06%
WTI 68.72 ▲ 1.15 USDJPY 1M 25RR -0.98 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 191.01 ▲ 1.11 EURJPY 3M Vol 8.95 ▲0.11%
ドルインデックス 95.18 ▲ 0.25 EURJPY 6M Vol 9.26 ▲0.06%

111.60 

111.80 

112.00 

0.40%
0.50%
0.60%
0.70%

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

9月5日 10:30 豪 GDP（前期比/前年比） 2Q 0.9%/3.4% 0.7%/2.9%

10:45 中 CaixinPMI(サービス業/コンポジット) 8月 51.5/52.0 52.6/-

16:55 独 マークイットPMI（サービス業/コンポジット） 8月 55.0/55.6 55.2/55.7

17:00 欧 マークイットPMI（サービス業/コンポジット） 8月 54.4/54.5 54.4/54.4

18:00 欧 小売売上高（前月比/前年比） 7月 -0.2%/1.1% -0.1%/1.3%

21:30 米 貿易収支 7月 -$50.1B -$50.2B

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

9月6日 10:30 豪 貿易収支 7月 A$1,450M A$1,873M

21:15 米 ADP雇用統計 8月 200k 219k

21:30 米 新規失業保険申請件数 - 213k 213k

22:45 米 マークイットPMI（サービス業/コンポジット） 8月 55.2/- 55.2/55.0

23:00 米 製造業受注（前月比） 7月 -0.6% 0.7%

23:00 米 耐久財受注（前月比） 7月 -1.7% -1.7%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：岡本・田家

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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本日から米国とｶﾅﾀﾞのNAFTA協議が再開される予定の中、本邦輸入企業のﾄﾞﾙ買いに111.71まで上昇したﾄﾞﾙ円は、その
後は111.50付近での方向感の無い推移が続き、111.60ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。NY朝方はﾄﾞｲﾂと英国がﾌﾞﾚｸﾞｼﾞｯﾄに関する主要
な要求を取り下げたと関係者筋の話として米通信社が報じたことから、ﾎﾟﾝﾄﾞ円、ﾕｰﾛ円が上伸する展開に、ﾄﾞﾙ円も連れ高
となり、111.76まで上昇するが、ﾄﾞﾙ売り圧力に上値を抑えられる。その後は、ﾄﾞｲﾂがﾌﾞﾚｸﾞｼﾞｯﾄの方針に変更はないと話し

たことから、ﾎﾟﾝﾄﾞ円が反落する動きにﾄﾞﾙ円も111.44まで下落する。NY午後は、狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続き、111.54ﾚﾍﾞﾙで
ｸﾛｰｽﾞした。一方、ﾕｰﾛﾄﾞﾙはﾕｰﾛ圏8月ｻｰﾋﾞｽ業PMI発表を前に海外市場で1.1543まで下落するが、予想範囲内の結果に
その後は下げ渋り、1.1580ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。NY朝方は、前述のﾄﾞｲﾂと英国に関するﾍｯﾄﾞﾗｲﾝを受け、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは高値
1.1640まで上昇する。ﾄﾞｲﾂ政府がﾌﾞﾚｸﾞｼﾞｯﾄの方針に変更がないことを明言したことから、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは上げ止まり、その後は
狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続き、1.1630ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。

東
京

東京時間のﾄﾞﾙ円は、111.46ﾚﾍﾞﾙでｽﾀｰﾄ。直後に安値111.40まで下落するも、日経平均株価が上昇する中、五･十日の
実需のﾄﾞﾙ買いﾌﾛｰなども背景に、仲値発表直後にかけて111.71まで堅調に推移。しかしその後は日本株が伸び悩むにつ
れてﾄﾞﾙ円は上値を重くし、もみ合う展開に。結局111.51ﾚﾍﾞﾙで海外市場へ渡った。
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本日ﾛﾝﾄﾞﾝ市場ﾄﾞﾙ円は値を上げた。111.51ﾚﾍﾞﾙにてｵｰﾌﾟﾝ｡本日海外時間開催される米国とｶﾅﾀﾞのNAFTA再協議や7日に
発表される米国8月雇用統計を前に様子見ﾑｰﾄﾞの中､米10年債利回りの上昇につられﾄﾞﾙ買い円売りが優勢｡111.60ﾚﾍﾞﾙ
にてNYへ渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは往って来いの展開。1.1570ﾚﾍﾞﾙにてｵｰﾌﾟﾝ｡特に注目される材料が無い中､安値1.1543まで値
を下げるもﾄﾙｺﾘﾗ安の一服にﾕｰﾛは反発｡ﾕｰﾛ圏7月小売売上高は1.1%と予想の1.3%を下回るも市場の反応は限定的｡結
局、1.1580ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡

昨日の海外市場のドル円は、狭いレンジでの推移。英独がBREXITに関して主要な要求を取り下げたとのヘッドライ
ンからポンドが上昇、クロス円の上昇にサポートされドル円も高値111.76まで上昇するも、その後否定されて上げ幅
は限定的となった。本日は米主要経済指標が多く発表される予定だが、米国による対中関税2000億ドルに関する
パブリックコメント期限でトランプ米大統領が即日発動を支持との観測記事も出ており、警戒感が強い1日となろう。
ドル買い優勢の地合いは継続、ドル円も111円台後半で推移すると予想する。
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